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令和７年１０月２８日 

【学校教育目標】 心豊かで ねばり強く 正しく たくましく生き抜く生徒を育成する  

【校 訓】 ねばり強く 正しく 心豊かに 

 

南部地区秋季総合体育大会 
 ９月２７日（土）、２８日（日）、１０月４日（土）に、南部地区秋季総合体育大会が開催さ
れました。３年生が引退してからは、２年生がチームをまとめ上げ、新チームとして初めての公
式戦に臨みました。人数がぎりぎりで交代ができず走りっぱなしだったり、流れが相手に行った
ときになかなかこちらに戻せなかったりしましたが、ねばり強く競技を行いました。一つでも多
く勝つように、少しでも速く走り高く飛べるようにと、強い気持ちがプレーにも表れていました。 
結果は様々で、目標に達せず悔し涙を流した人、目標とする結果に喜んだ人などそれぞれありま
した。悔しさはバネに、喜びはさらなる飛躍に結びつけ、今後も頑張っていきましょう。保護者、
地域の皆様、あたたかな応援をありがとうございました。生徒の力の大きな後押しとなりました。 
 なお、女子バスケットボール部とサッカー部は、県新人大会への出場を決めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ソフトテニス部 
【学校対抗戦】２回戦敗退 
【個人戦】  ３位 

女子バスケ部 優勝 

男子バスケ部 初戦敗退 

陸上部 【個人】健闘 

卓球部 【個人戦】健闘 

サッカー部 準優勝 

 



市内駅伝 
 １０月１１日（土）に、びんご運動公園で第７２回尾道市中
学校駅伝競走大会が開催されました。吉和中学校の代表として
選ばれた男女各１チームが出場しました。結果は、女子は７位、
男子は１４位でした。 
体育の授業や放課後に練習を重ねて、大会に臨みました。音

楽コンクールの練習がある中、選手にとっては毎日、駅伝練習
やコンクールへの取り組みがあり、へとへとになりながらも、
ねばり強く走り込みました。このような事前の練習に込めた思
いを、大会当日にタスキに込め、選手から選手へとつなげてゴ
ールまで運びました。 
走る前や走り終わった後の選手は、沿道で声援を送っていま

した。チームとして一つにまとまった姿がありました。タスキ
をつないで走り切る感動を、来年度は多くの生徒が挑戦するこ
とを期待します。 
 

吉和町民フェスティバル  

 １０月１９日（日）に、吉和小学校で吉和町民フェスティバルが開催されました。当日は、雨
模様でグラウンドには水たまりがありましたが、多くの地域の方のご尽力により、グラウンド整
備ができ、実施されました。本校の生徒は運営や実況、こもれび食堂のスタッフなど、いろいろ
なところで運営に貢献しました。もちろん競技にも多くの生徒が参加し、フェスティバルを盛り
上げました。最後には３年生による吉中太鼓の演奏があり、これまでの演奏にアレンジが加わっ
た太鼓を披露しました。吉和に響く太鼓の音は多くの町民へ感動として届きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

音楽コンクール  

 １０月２２日（水）に、しまなみ交流館で第２１回尾道市小中芸術祭中学校音楽コンクールが
開催され、２、３年生が参加しました。課題曲「メッセージ」、自由曲「友～旅立ちの時～」を
歌いました。練習では、パートごとに次回への改善点を出し合い、生徒玄関に掲示して意識を高
めたり、自主練をして合唱としての技術を高めたりしながら本番を迎えました。当日は、１年生
に体育で披露し、１年生を感動させていました。１年生からは生徒玄関に応援のメッセージが掲
げられ、２、３年生を後押ししました。 
 本番では、これまでの練習の成果を十分に発揮
し、これまでで一番の合唱とすることができまし
た。結果は「審査員奨励賞」でした。ここ数年、
賞をとることができませんでしたが、パートリー
ダーをはじめとして、練習の生徒主体の工夫によ
って、審査員からの期待を込めた奨励賞を受賞で
きました。この歌声は、さらに進化させ、文化祭
で披露します。期待して文化祭にお越しください。 


